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「ドラム缶でピザ作り「ドラム缶でピザ作り」」
（成器南幼稚園）（成器南幼稚園）

　10月16日、奥越の若い農家たち　10月16日、奥越の若い農家たち
で結成する「ほやほやクラブ」の方で結成する「ほやほやクラブ」の方
と園児が、ドラム缶で作られたピザと園児が、ドラム缶で作られたピザ
窯を使ってピザ作りに挑戦しました。窯を使ってピザ作りに挑戦しました。
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広
告
の
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込
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・
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課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

 
 
 
 
 
 
 
 

件数内訳 平成24年10月末 前年比
総件数 416件 ＋4件
　人身事故
（うち高齢者）

61件
（22）

＋10件
（＋3）

　　死　者
（うち高齢者）

2人
（1）

－2人
（－2）

　　傷　者 72人 ＋9人
　物損事故 355件 －6件編

集
後
記 11月の納税

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

９月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 10月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 12,264人 11 9 2 14 16 －2 12,264人 0人
女 13,432人 11 5 6 19 34 －15 13,423人 －9人
合　計 25,696人 22 14 8 33 50 －17 25,687人 －9人
世帯数 8,132帯 8,128世帯 －4世帯

人口の動き

　

朝
晩
す
っ
か
り
冷
え

込
む
よ
う
に
な
り
、
山

の
木
々
が
色
づ
い
て
き

ま
し
た
。
11
月
14
日

（
水
）に
は
、
勝
山
の
冬

の
風
物
詩
に
な
っ
た
鯖

の
熟
れ
鮨
の
仕
込
み
が

北
谷
で
始
ま
り
ま
す
。

ま
た
今
年
も
だ
ん
だ
ん

と
冬
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
深
ま
り
ゆ
く

秋
の
奥
越
の
風
景
や

人
々
の
営
み
が
、
11
月

22
日（
木
）の
朝
８
時
15

分
か
ら
N
H
K
「
あ
さ

イ
チ
」
と
い
う
番
組
で

全
国
放
映
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国民健康保険税▶第３期
納  期  限▶11月30日（金）
口 座 振 替▶11月26日（月）

出会い・ふれあい出出出出会会会いいい・・・ふふれれれあああいい

園内の様子（写真は看護師が回診している
ところです）

　日本医療保育学会認定の医療保育専門士の資格を
持つ根賀さんは、クリニカ・デ・ふかや内に併設す
る「ひかり病児保育園」に勤務しています。
　同保育園は、風邪や感染症にかかって学校や保育
園等に通うことができない子どもがいても、「仕事を
休めない」「自身も病気にかかっている」という保護
者が、子どもを一時的に預けることができるところ
です。（詳細は５ページをご覧ください）
　根賀さんに病気の子どもを預かるうえで気をつけ
ていることを尋ねると、「水分補給や病状の変化への
対応など体のケアが第一ですが、それと同様にその
時の子どもの気持ちをよく考え、心のケアもできる
ようスタッフみんなで優しい環境をつくる努力をし
ています。」とのこと。
　これから、病気や感染症などが流行る時期になり
ます。万が一のときに、市内にこういった施設があ
ることを知っておくと安心ですね。

根
ね が

賀　智
とも

美
み

さん  ＝毛屋町＝

ひかり病児保育園　保育士　
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期
日
前
投
票
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
等

で
都
合
が
悪
い
方
は
、
期
日
前
投

票
を
お
願
い
し
ま
す
。

期　

間
▼
11
月
19
日
（
月
）
〜

24
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

投 

票
所
▼
市
役
所
１
階　

期
日
前

投
票
所
（
農
業
政
策
課
隣
り
）

体
が
不
自
由
な
方
へ

　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
は
、

次
の
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

①
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

行
う
た
め
に
は
、「
郵
便
投
票
証

明
書
」（
７
年
間
有
効
。
要
介
護

５
の
方
を
除
く
）
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
障
が
い
の
程
度
に

よ
っ
て
は
、
証
明
書
の
交
付
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
場
所
▼
市
選
挙
管
理
委
員
会

持 

ち
物
▼
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦

傷
病
者
手
帳
ま
た
は
介
護
保
険

被
保
険
者
証

　

本
人
に
代
わ
っ
て
、
あ
ら
か
じ

め
届
け
出
が
あ
っ
た
代
理
記
載
人

が
投
票
用
紙
に
書
く
こ
と
が
で
き

る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
の
は
、
郵
便
等
投

票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
に
上
肢

も
し
く
は
視
覚
障
害
１
級
ま
た
は

戦
傷
病
手
帳
に
上
肢
も
し
く
は
視

覚
の
障
害
程
度
が
特
別
項
症
か
ら

第
２
項
症
ま
で
の
記
載
が
あ
る
方

で
す
。

②
代
理
投
票

　

自
分
で
候
補
者
名
等
を
書
く
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
補
助
者

が
本
人
の
立
ち
会
い
の
う
え
、
代

理
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
点
字
投
票

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
は
、

点
字
で
投
票
で
き
ま
す
。
点
字
器

や
点
字
の
候
補
者
等
の
名
簿
は
、

投
票
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

投票区名 投票所の名称 投票区の区域

第1投票区 勝 山 市 役 所 元町1丁目､ 本町1～４丁目､ 栄町1～ 5丁目､ 沢町1丁目

第2投票区 北 保 育 園 沢町2丁目､ 芳野町1・2丁目､ 長山町1・2丁目

第3投票区 成 器 西 小 学 校 昭和町1～ 3丁目､ 旭町1丁目

第4投票区 成 器 南 幼 稚 園 元町2・３丁目､ 立川町1・2丁目

第5投票区 奥越地域地場産業振興センター 片瀬､ 片瀬町1・2丁目､ 旭町2丁目､ 旭町3丁目､ 旭毛屋町

第6投票区 猪 野 瀬 公 民 館 毛屋町､ 毛屋､ 猪野､ 高島､ 若猪野､ 猪野口､ 西高島､
平泉寺町岡横江

第7投票区 平 泉 寺 公 民 館 平泉寺､ 笹尾､ 赤尾､ 大渡､ 壁倉､ 神野､ 経塚

第8投票区 大 矢 谷 公 民 館 岩ヶ野､ 大矢谷､ 小矢谷､ 上野､ 池ヶ原

第9投票区 福祉健康センター「すこやか」 郡町1～ 3丁目､ 滝波町1～ 5丁目､ 郡､ 滝波､ 五本寺､ 黒原､
寺尾､ 浄土寺､ 芳野

第10投票区 栃 神 谷 公 民 館 栃神谷､ 暮見､ 野向町薬師神谷

第11投票区 北 谷 公 民 館 中尾､ 北六呂師､ 河合､ 木根橋､ 小原､ 杉山

第12投票区 谷 集 会 場 谷

第13投票区 野 向 公 民 館 龍谷､ 竹林､ 聖丸､ 深谷､ 牛ヶ谷､ 北野津又､ 横倉

第14投票区 荒 土 児 童 ホ ー ル 松田､ 田名部､ 布市､ 清水島､ 北新在家､ 別所､ 細野口､
北宮地､ 堀名､ 中清水､ 伊波､ 妙金島､ 新保､ 松ヶ崎

第15投票区 荒土小学校細野分校 境､ 戸倉､ 西ヶ原､ 新道

第16投票区 北 郷 公 民 館 西妙金島､ 檜曽谷､ 新町､ 志比原､ 上森川､ 下森川､ 東野､
岩屋

第17投票区 伊 知 地 公 民 館 伊知地､ 坂東島､ 上野

第18投票区 鹿 谷 公 民 館 保田､ 西光寺､ 北西俣､ 矢戸口､ 本郷､ 西遅羽口､ 東遅羽口､
杉俣､ 志田､ 発坂､ 保田出村

第19投票区 遅 羽 公 民 館 下荒井､ 嵭崎､ 大袋､ 新道､ 北山､ 蓬生､ 中島､ 千代田､ 比島

桝
家 

小
春
さ
ん
（
勝
山
中
部
中
３
）

の
作
品

福
井
県
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル　

銅
賞
作
品
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『たかが一票　されど一票　その重み』
福井県明るい選挙啓発標語コンクール 佳作 川森 康生さん（三室小３）の作品

勝 山 市 長 選 挙
投票日　11月25日（日）
投票時間　午前7時～午後8時
第８投票区　大矢谷公民館
第11投票区　北谷公民館　　　は午後6時まで
第12投票区　谷集会場

問　勝山市選挙管理委員会事務局（☎88-1116）

　

投
票
す
る
こ
と
は
重
要
な
権
利

で
あ
り
、
市
民
の
義
務
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
自
覚
と
良
識
を

も
っ
て
、１
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
方

◆ 

平
成
４
年
11
月
26
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
（
投
票
日
当
日
に
満

年
齢
20
歳
に
達
し
て
い
る
方
）

◆ 

平
成
24
年
７
月
17
日
以
前
に
勝

山
市
に
住
民
登
録
し
、
引
き
続

き
勝
山
市
に
居
住
し
て
い
る
方

投
票
所
入
場
券
が
届
き
ま
す

　

ハ
ガ
キ
に
各
世
帯
の
有
権
者
４

人
ま
で
記
載
さ
れ
た
入
場
券
が
郵

便
で
届
き
ま
す
（
有
権
者
が
５
人

以
上
の
世
帯
に
は
、
２
通
以
上
の

ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
す
）。

　

投
票
の
際
に
は
、
必
ず
入
場
券

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

万
が
一
忘
れ
た
り
無
く
し
た
り

し
た
場
合
で
も
、
本
人
確
認
の

う
え
投
票
が
で
き
ま
す

藤
村 

あ
か
り
さ
ん（
勝
山
南
部
中
１
）

の
作
品

福
井
県
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル　

銅
賞
作
品

みんなの一票大切に！

勝山市○○町○○

○○　□□　様

投票日には
サイレンが鳴ります
　投票日当日は、投票開始の午前７時
と、投票所閉鎖１時間前の午後７時（た
だし、第８・11・12投票区を除く）に、
公民館等でサイレンを鳴らします。

市営体育館で即日開票
　開票の参観をご希望の方は、当日の
午後８時30分から市営体育館玄関前で
受け付けます。
開票開始時間▶午後９時～
開票場所▶市営体育館
参観者▶100人まで
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子
ど
も
へ
の
支
援

■
す
く
す
く
育
成
奨
励
金

　

市
民
で
子
ど
も
と
生
計
を
と
も

に
し
て
い
る
と
き
、
第
３
子
以
降

に
奨
励
金
を
お
渡
し
ま
す
。

　

第
３
子
・
・
・
・
30
万
円

　

第
４
子
・
・
・
・
40
万
円

　

第
５
子
以
降
・
・
50
万
円

■
保
育
料
の
軽
減

　

保
育
園
の
保
育
料
に
は
国
の
決

め
た
基
準
額
が
あ
り
、
勝
山
市
は
こ

の
基
準
額
か
ら
約
４
割
を
軽
減
し

て
い
ま
す
。
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
軽
減
率
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

◎ 

第
３
子
以
降
３
歳
未
満
児
は

無
料

◎ 

第
３
子
以
降
３
歳
以
上
児
は

２
分
の
１
に
軽
減

◎ 

３
人
以
上
同
時
入
園
の
場
合

３
人
目
以
降
無
料

◎ 

２
人
同
時
入
園
の
場
合
は
、

２
人
目
は
２
分
の
１
に
軽
減

■
放
課
後
保
育

　

次
の
サ
ー
ビ
ス
は
無
料
で
提
供

し
て
い
ま
す
。

◎
児
童
セ
ン
タ
ー
（
10
か
所
）

　

全
て
の
小
学
生
が
安
全
・
安
心

に
遊
べ
る
場
所
を
提
供

◎
障
害
児
放
課
後
保
育

　

県
内
で
唯
一
、
障
害
児
が
放
課

後
や
長
期
休
暇
中
に
障
害
施
設
を

利
用
す
る
料
金
が
無
料
で
す
。

■
子
ど
も
医
療
費

　

中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
に

か
か
る
医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

※
こ
こ
ま
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　

福
祉
・
児
童
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
７
７
７

■
病
児
・
病
後
児
保
育

　

お
子
さ
ん
が
急
な
病
気
で
保
育

園
に
行
け
ず
、
か
つ
仕
事
を
休
め

な
い
と
き
な
ど
、保
護
者
に
代
わ
っ

て
、
医
師
や
看
護
師
、
保
育
士
、

栄
養
士
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
一
時

的
に
保
育
看
護
す
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

対
象
▼
生
後
２
か
月
児
〜

小
学
校
３
年
生

時
間
▼
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
30
分

料
金
▼
２
０
０
０
円

（
お
や
つ
・
昼
食
込
み
）

※
診
察
料
は
別
途
必
要

定
員
▼
６
人

問　

ひ
か
り
病
児
保
育
園

（
ク
リ
ニ
カ
・
デ
・
ふ
か
や
内
）

☎
88
‐
０
２
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
88
‐
０
２
９
０

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
助
成

　

中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受

け
た
と
き
に
、
１
回
に
つ
き

1
0
0
0
円
を
助
成
し
ま
す
。

　

小
学
生
以
下　

年
２
回
ま
で

　

中
学
生　
　
　

年
１
回
ま
で

問　

福
祉
・
児
童
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
７
７
７

■
任
意
予
防
接
種

　

次
の
予
防
接
種
を
無
料
で
実
施

し
ま
す
。

　

ヒ
ブ
・
小
児
肺
炎
球
菌

　
　

２
か
月
〜
４
歳
児
対
象

　

子
宮
頸
が
ん

中
学
１
年
生
〜
高
校
１
年
生

（
16
歳
）
相
当
の
女
子
を
対

象

問　

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

区　分 自己負担額※1

就学前児童 なし

小学生
中学生

入院 １日500円※2

外来 月500円

予
防
接
種
へ
の
支
援

※１　自己負担額は１医療機関
あたりの額

※２　月4,000円が上限
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勝山市の 勝山市の 子子育育てて支支援援 Part
2

●安心・安全な出産育児環境を確立
●県下トップクラスの保育料軽減と待機児童なし
●第３子以上には市独自の奨励金を支給
●児童センターの利用料が無料

出
産
へ
の
支
援

乳
幼
児
期
の
子
育
て
支
援

勝山市は“子育て環境日本一”を目指します！

　勝山市では、出生数の低下や市外への転出により、人口が減少傾向にあります。晩婚化が
進み、１世帯あたりの人員も減るなか、子育てに対する不安が増大していますが、勝山市で
は“子育て環境日本一”を目指し、いろいろな支援策を実施しています。
　今回は、それらの支援策についてご紹介します。

■
に
こ
に
こ
妊
婦
奨
励
金

　

福
井
社
会
保
険
病
院
で
妊
婦
健

診
を
初
回
か
ら
妊
娠
23
週
以
上
受

診
し
、
出
産
支
援
連
携
体
制
に
よ

り
県
内
の
医
療
機
関
で
出
産
さ
れ

た
場
合
に
10
万
円
を
支
給
し
ま

す
。

■
不
妊
治
療
へ
の
助
成

　

不
妊
治
療
に
対
し
、
県
の
助
成

も
含
め
て
上
限
50
万
円
ま
で
助
成

し
ま
す
。
人
工
授
精
も
対
象
に
な

り
ま
す
。

■
妊
婦
健
診
無
料
化

　

妊
婦
健
診
を
14
回
ま
で
無
料
で

受
け
ら
れ
ま
す
。

■
妊
婦
教
室

　

定
期
的
に
沐
浴
体
験
や
妊
婦
同

士
の
交
流
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

※
こ
こ
ま
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

■
乳
児
健
診
の
無
料
化

　

１
か
月
児
健
診
、
４
か
月
児
健

診
、
９
〜
10
か
月
児
健
診
が
無
料

で
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
１
歳
６
か
月
児
・
３
歳
児
健
診

　

身
体
測
定
や
医
師
に
よ
る
診

察
、
保
健
師
に
よ
る
発
達
相
談
な

ど
、
成
長
の
段
階
に
合
わ
せ
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

■
相
談
会
等
の
実
施

　

育
児
・
発
達
に
関
す
る
相
談
や

離
乳
食
指
導
な
ど
、
各
種
相
談
会

（
母
子
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
）
を
月

１
回
程
度
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
程
等
は
「
広
報
か
つ
や
ま
お

知
ら
せ
版
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
新
生
児
訪
問

　

新
生
児
宅
へ
戸
別
訪
問
し
、
発

育
状
況
の
確
認
や
子
育
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。

※
こ
こ
ま
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

■
カ
ン
ガ
ル
ー
の
お
部
屋

（
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
育
児

相
談
な
ど
、
お
子
さ
ん
と
保
護
者

が
集
う
場
で
す
。

　

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場 

所
▼
奥
越
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
２
階

開 

館
時
間
▼
平
日
の
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
3
時
30
分

※
土
曜
日
は
月
１
回
開
館
日
あ
り

問　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
87
‐
３
８
３
０

健康診断の様子

地域子育て支援センターの様子
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勝
山
市
の
支
援
に
感
謝

　

講
演
の
中
で
戸
羽
市
長
は
、
勝
山
市
が

震
災
直
後
か
ら
福
祉
避
難
所
の
開
設
・
運

営
を
行
っ
た
こ
と
や
、
現
地
小
学
生
の
受

け
入
れ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
勝
山

市
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
。」と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

復
興
の
現
状

　

さ
ら
に
、
現
在
の
復
興
状
況
に
つ
い
て

ふ
れ
、
日
本
で
は
、
千
年
に
一
回
と
い
わ

れ
る
未
曾
有
の
災
害
に
対
し
て
す
ら
、
平

常
時
の
ま
ま
の
法
律
が
適
用
さ
れ
、
国
や

県
の
許
認
可
に
手
間
取
り
、
手
続
き
が
進

ま
な
い
現
状
に
、「
被
災
地
と
国
の
気
持
ち

が
一
致
し
な
い
。
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
感

じ
て
い
る
。」
と
話
さ
れ
、　

ま
た
「
今
回

の
被
災
地
が
、
東
京
や
大
阪
な
ど
の
大
都

会
で
あ
れ
ば
、
１
年
半
経
過
し
て
も
何
も

変
わ
ら
な
い
こ
と
は
な
い
は
ず
で
、
田
舎

だ
か
ら
復
興
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
の
で

は
な
い
か
。」
と
悔
し
い
思
い
を
に
じ
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　

総
理
大
臣
が
「
道
路
事
情
が
悪
い
た
め

物
資
搬
入
が
遅
れ
て
い
る
。」
と
言
い
訳
を

し
て
い
る
時
に
、
既
に
勝
山
市
か
ら
の
救

援
物
資
は
陸
前
高
田
市
に
届
い
て
い
た
こ

と
も
に
触
れ
、
国
の
対
応
の
遅
さ
を
批
判

し
ま
し
た
。

　

陸
前
高
田
市
の
現
状
を
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
な
ど
を
利
用
し
て
情
報
を
海
外
に
も
流

し
て
お
り
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
こ
と
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。
そ
れ
が
被
災
地
を
一

日
も
早
く
復
興
さ
せ
、
仲
間
・
友
達
を
増

や
す
手
段
。」と
の
考
え
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い

こ
と
が
重
要
で
、「
被
災
者
の
皆
さ
ん
が
、

毎
日
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で

ほ
し
い
。
そ
れ
が
励
み
に
な
り
、
心
が
く

じ
け
な
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

　

今
後
の
復
興
計
画
に
つ
い
て
は
、「
世
界

に
誇
れ
る
美
し
い
ま
ち
の
創
造
」
を
ひ
と

つ
の
テ
ー
マ
と
し
、
陸
前
高
田
市
は
健
常

者
と
障
害
者
の
壁
が
全
く
な
い
、
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
す
ら
超
え

た
町
を
目
指
す
考
え
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
美
し
い
ま
ち
」
と
は
、
市
民
の

心
が
美
し
く
、
ど
ん
な
人
も
笑
顔
で
迎
え
入

れ
、
絶
対
に
差
別
や
い
じ
め
が
な
い
ま
ち
で

あ
り
、「
必
ず
世
界
に
誇
れ
る
美
し
い
ま
ち

陸
前
高
田
を
作
り
、
皆
さ
ま
に
遊
び
に
来
て

い
た
だ
き
、
ま
た
笑
顔
で
迎
え
ら
れ
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
く
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
対
談
：
さ
ら
に
大
き
な
交
流
を

　

講
演
後
、山
岸
市
長
と
の
対
談
が
行
わ
れ
、

対
談
の
中
で
山
岸
市
長
は
、「
勝
山
市
民
の

善
意
の
寄
付
金
に
よ
る
支
援
に
よ
り
、
両
市

の
絆
が
し
っ
か
り
と
結
ば
れ
た
。
今
日
を

き
っ
か
け
に
、
更
に
大
き
な
支
援
・
交
流
の

輪
を
作
っ
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
被
災
地
や
被
災
者
の
方
々
の
こ
と

を
常
に
気
に
か
け
る
こ
と
が
勇
気
・
希
望
に

な
る
と
の
話
か
ら
、「
そ
う
い
う
気
遣
い
を
、

勝
山
市
民
が
持
て
る
よ
う
な
交
流
の
仕
組
み

づ
く
り
、
ま
た
勝
山
市
民
の
皆
さ
ん
の
善
意

が
届
く
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
し
っ
か
り

と
や
り
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

戸
羽
市
長
は
、「
今
後
は
、
住
民
同
士
の

し
っ
か
り
と
し
た
交
流
が
で
き
た
ら
素
晴
ら

し
い
と
思
う
。」
と
話
さ
れ
、
一
度
被
災
地

の
現
実
を
見
て
も
ら
い
、
家
族
な
ど
周
り
の

方
々
に
被
災
地
の
様
子
や
被
災
者
の
頑
張
っ

て
い
る
姿
を
伝
え
て
も
ら
う
こ
と
で
、「
こ

の
絆
、
あ
る
い
は
私
た
ち
の
忘
れ
な
い
で
ほ

し
い
と
い
う
思
い
が
伝
わ
る
と
思
う
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

「勝山市の皆さんに「勝山市の皆さんに
大変お世話になりました」大変お世話になりました」

―陸前高田市長講演・山岸市長と対談―

講演する戸羽太陸前高田市長

　10月14日、すこやかにおいて、勝山市が東日本大震災発生直後から復
興支援を続けている岩手県陸前高田市の戸

と ば

羽 太
ふとし

市長をお迎えして講演
会を開催し、約100人の市民が参加されました。

山岸市長との対談

被災者の頑張っている
　　　姿を忘れないで

それが私たちの
励みになります
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み
ん
な
で
守
り
、
育
て
よ
う
勝
山
市
の
医
療
！

み
ん
な
で
守
り
、
育
て
よ
う
勝
山
市
の
医
療
！

〜
奥
越
二
次
医
療
圏
を
守
ろ
う
〜

〜
奥
越
二
次
医
療
圏
を
守
ろ
う
〜

　

勝
山
市
の
医
療
の
現
状
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
奥
越
二
次
医

療
圏
を
今
後
も
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
今
月
号
か
ら
勝
山
市
内
の
医
師
の
皆
さ

ん
に
医
療
等
に
つ
い
て
毎
月
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
い
き
ま
す
。

わかばやしこども
内科クリニック

若林 正三郎 院長
（勝山市医師会会長）

■
勝
山
市
の
医
療
そ
の
課
題
と
問
題
点

　

勝
山
市
の
医
療
を
取
り
巻
く
課
題
や
問
題

点
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

①
救
急
医
療
体
制
の
確
保

②
産
科
医
療
の
充
実　

③
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上　

④
高
い
予
防
接
種
実
施
率
の
維
持

⑤
要
支
援
要
介
護
状
況
に
な
る
人
の
急
増

⑥
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
増
加

　

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

奥
越
二
次
医
療
圏
を
守
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

■
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠

　

特
に
高
齢
化
が
進
行
す
る
現
状
で
は
、
年

老
い
て
一
人
暮
ら
し
に
な
り
、
若
い
人
に
頼

れ
な
い
場
合
に
、
福
井
ま
で
通
院
・
入
院
す

る
こ
と
も
難
し
く
、
身
近
で
入
院
治
療
で
き

る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
は
大
変
重
要
で
す
。

　

奥
越
二
次
医
療
圏
確
保
の
た
め
、
福
井
社

会
保
険
病
院
の
ベ
ッ
ド
数
の
確
保
お
よ
び
中

核
的
病
院
と
し
て
機
能
の
維
持
が
望
ま
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
福
井

社
会
保
険
病
院
を
利
用
す
る
こ
と
、
福
井
社

会
保
険
病
院
が
機
能
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
、

こ
の
両
輪
が
そ
ろ
う
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

■
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

勝
山
市
の
予
防
接
種
受
診
率
は
高
く
、
こ

れ
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
感
染
症
か
ら
お

子
さ
ん
を
守
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。
保

護
者
と
し
て
、
お
子
さ
ん
の
か
か
り
つ
け
医

を
決
め
連
絡
を
取
る
こ
と
、
年
齢
ご
と
の
健

診
を
通
じ
て
予
防
接
種
を
受
け
て
い
る
か
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
小
児
科
医
と
し
て
も
予

防
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。
予
防
接
種
の
種

類
が
増
え
、
集
団
接
種
か
ら
個
別
接
種
と

な
っ
た
こ
と
で
、
保
護
者
の
自
覚
と
認
識
が

必
要
で
あ
り
、
責
任
も
重
く
な
り
ま
し
た
。

お
子
さ
ん
の
健
康
を
守
る
の
は
保
護
者
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
し
、
予
防
接
種
を
受
け
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

■
こ
の
時
期
流
行
す
る
感
染
症

　

今
は
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
て
お
り
、

今
後
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
注
意
し
て
ほ
し
い
で
す
。

第１回

大堀相馬焼

　10月22日、東日本大震災の影響で勝山市に
一時避難し、今年７月に福島県南相馬市に帰
郷した渡部好綱さん・キミ子さんご夫妻が市
役所を訪れ、帰郷後の近況報告とともに、大
堀相馬焼の壺を寄贈されました。

童謡「赤とんぼ」の歌詞の書

　10月16日、市が「赤とんぼと共に生きるま
ちづくり」を行っていることを知った水木　
留蘭さん＝遅羽町嵭崎＝から、童謡「赤とんぼ」
の歌詞をご自身で書かれた作品を寄贈されま
した。
　なお、この作品は教育会館の耐震工事が終
了した後、同館に展示する予定です。

災害後、作陶を再開して最初にでき
た大堀相馬焼の壺とのこと。

「赤とんぼの活動を応援していきたい」
と水木さんは語っていました。

勝
山
市
に
貴
重
な
品
を
寄
贈
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勝山恐竜クロカンマラソン勝山恐竜クロカンマラソン
開催される開催される

秋の木立を駆け抜ける！秋の木立を駆け抜ける！

　10月28日、かつやま恐竜の森を中心としたコースで、
第８回勝山恐竜クロカンマラソンが行われました。大
会には県内外から1,538人が参加し、アップダウンの激
しい林間コースを走り抜けました。
　競技は２㎞から15㎞の５コース32部門で行われ、か
つやまマラソン大使の君原健二さん（メキシコ五輪マ
ラソン銀メダリスト）もゲストランナーとして、参加
者と２コースを走りました。

選手受付の様子 選手宣誓をする
田中裕士さん一家（越前市）

ゲストランナーの
君原健二さん

①スタート直後　②ゴール前の
デッドヒート　③ゴール後の果
物、ジュースの無料サービス　④
完走証をその場で確認・印刷して
交付　⑤自分のタイムと順位を確
認

緑の中を疾走!!

①① ②②

③③

⑤⑤

④④

　「自然の中を走るこの大会
は、他の大会より好きです。今
年は、娘夫婦や孫と一緒に参加
できました。ゴール後の爽快感
を、家族や仲間と分かち合うこ
とができて嬉しかったです。」

見事６連覇達成！
５㎞40歳以上女子の部
加藤 智江さん　＝鯖江市＝
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平
泉
寺
の
魅
力
を
発
信

平
泉
寺
の
魅
力
を
発
信

白
山
平
泉
寺
歴
史
探
遊
館

白
山
平
泉
寺
歴
史
探
遊
館

「
ま
ほ
ろ
ば
」開
館
！

「
ま
ほ
ろ
ば
」開
館
！

　

国
史
跡
白
山
平
泉
寺
の
魅
力
を
伝
え
る
白
山
平
泉
寺
歴
史

　

国
史
跡
白
山
平
泉
寺
の
魅
力
を
伝
え
る
白
山
平
泉
寺
歴
史

探
遊
館
ま
ほ
ろ
ば
が

探
遊
館
ま
ほ
ろ
ば
が
1010
月
６
日
に
開
館
し
、
記
念
式
典
が
行

月
６
日
に
開
館
し
、
記
念
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
開
館
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
多

わ
れ
ま
し
た
。
開
館
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
多

く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

「まほろば」は
　平泉寺1300年の歴史と発掘調査の状況を、出土品やパネル、映像等で分かりやすく紹介し、平泉
寺の散策をより楽しくしてくれる施設です。皆さんもぜひ一度お立ち寄りください。

①白山の自然紹介コーナー　②ガイ
ダンスコーナー　③平泉寺の場所を
紹介するタッチパネル　④白山信仰
紹介コーナー　⑤映像ホールで平泉
寺の歴史映像を鑑賞　⑥・⑦出土品
展示　⑧出土品紹介用タッチパネル

①① ④④ ⑥⑥

②② ⑦⑦

③③ ⑤⑤ ⑧⑧

まほろば外観まほろば外観テープカットの様子テープカットの様子

平泉寺小学校児童による寸劇と歌 篠笛と鼓の演奏 お茶のふるまい
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社
会
体
育
功
労
賞

松
原　

一
（
62
）
村
岡
町
寺
尾

　

多
年
に
わ
た
り
ス
キ
ー
の
指
導

と
普
及
に
尽
力
し
、
社
会
体
育
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
賞

髙
野　

一
男
（
56
）村

岡
町
浄
土
寺

　

第
28
回
全
日
本
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

男
子
55
歳

以
上
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

笹
木　

里
司
（
24
）
長
山
町

　

第
51
回
全
日
本
教
職
員
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

一
般
男
子

シ
ン
グ
ル
ス　

優
勝 

石
井　

翔
子
（
22
）
栄
町

　

第
26
回
全
日
本
学
生
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
ス
キ
ー
大
会　

女
子
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
10
㎞
フ
リ
ー　

４
位

宇
田　

崇
二
（
21
）
元
町

　

天
皇
杯
第
90
回
全
日
本
ス
キ
ー

選
手
権
大
会　

男
子
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
50
㎞
フ
リ
ー　

優
勝

学
校
文
化
賞

軒
内　

美
波
帆
（
成
器
南
小
４
）

　

第
59
回
福
井
県
小
中
学
校
写
生

画
コ
ン
ク
ー
ル　

知
事
賞

大
道　

詠
亮
（
勝
山
南
部
中
３
）

　

日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
全
国
大
会　

フ
ル
ー
ト
部

門　

中
学
男
子
の
部　

３
位

雲
竜　

笙
子
（
勝
山
南
部
中
２
）

　

日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
全
国
大
会　

弦
楽
器
部
門　

中
学
女
子
の
部　

３
位

マ
イ
マ
イ
（
勝
山
中
部
中
２
）

　

ふ
く
い
理
数
グ
ラ
ン
プ
リ　

中

学
部
門　

理
科　

最
優
秀
賞

学
校
ス
ポ
ー
ツ
賞

横
山　

楓
子
（
成
器
西
小
６
）

玉
木　
　

遥
（
鹿
谷
小
６
）

　

第
17
回
北
信
越
小
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

５
年
生
女

子
ダ
ブ
ル
ス　

２
位

酒
井　

亮
輔
（
成
器
西
小
５
）

　

第
40
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
大
会　

高

学
年
男
子
個
人
の
部　

６
位

中
村　

美
月
（
野
向
小
５
）

　

第
17
回
北
信
越
小
学
生
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

４
年
生
女

子
シ
ン
グ
ル
ス　

３
位

山
口　
　

茜
（
勝
山
南
部
中
３
）

　

第
42
回
全
国
中
学
校
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

優
勝　

他

南
茂　

蓮
太
（
勝
山
南
部
中
１
）

斉
藤　
　

楓
（
勝
山
南
部
中
１
）

　

第
20
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会　

６
年
生
男
子

ダ
ブ
ル
ス　

３
位

大
林　

拓
真
（
勝
山
南
部
中
１
）

　

第
20
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会　

６
年
生
男
子

シ
ン
グ
ル
ス　

３
位

木
村
茉
梨
奈
（
福
井
中
１
）

中
村　

風
月
（
福
井
中
１
）

　

第
20
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会　

６
年
生
女
子

ダ
ブ
ル
ス　

５
位

勝
山
南
部
中
学
校

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

第
42
回
全
国
中
学
校
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会　

女
子
団
体　

５
位　

他

宇
田　

彬
人
（
勝
山
高
２
）

　

第
61
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー

大
会　

男
子
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

10
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル　

５
位　

他

勝
山
高
等
学
校

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

第
35
回
北
信
越
高
等
学
校
体
育

大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技　

女
子

団
体
の
部　

２
位　

他

第
１
部　

式
典
（
午
後
１
時
〜
）

•
式
典

•「
新
成
人
の
声
」優秀

作
品
発
表
等

第
２
部　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
午
後
2
時
〜
）

第
3
部　

新
成
人
の
つ
ど
い

（
午
後
３
時
〜
）

•
恩
師
の
ご
紹
介
等

※ 

中
学
時
代
の
担
任
の
先
生
方
が

出
席
し
ま
す

　

新
成
人
の
皆
さ
ま
に
は
案
内
状

を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
万
が
一

届
い
て
い
な
い
場
合
は
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
外
に
住
民
票
を
移
さ

れ
た
方
で
、
成
人
式
へ
の
出
席
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
12
月
14
日

（
金
）
ま
で
に
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
教
育
会
館
内
）

☎
88
‐
８
１
１
４

平
成
平
成
2525
年年

勝
山
市
成
人
式

勝
山
市
成
人
式

平
成
25
年
１
月
13
日
（
日
）

　
（
受
付　

正
午
〜
）

市
民
会
館  

大
ホ
ー
ル
に
て

教育会館施設予約受付開始教育会館施設予約受付開始
　教育会館の耐震補強・改修工事が一部を除き完成間近
となりました。そこで、工事が完成した施設の一部貸し
出しを開始します。
予約受付開始日▶11月26日（月）正午～
施設貸出開始日▶12月３日（月）午前８時30分～

問　教育会館　☎88-5555

広報かつやま11月号 №696 　　 10

平成24年度勝山市教育委員会表彰
表彰式　11月３日（土・祝）　市役所にて

　文化、学校教育、スポーツなど各分野で功績のあった方々 32の個人および
団体が表彰されましたので、ご紹介します。（順不同・敬称略）

※児童、生徒の表彰は各学校で行われました
問　教育総務課（教育会館内）☎88-8111

文
化
賞

中
野　

清
子
（
83
）
郡
町

　

多
年
に
わ
た
り
華
道
の
指
導
と

普
及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

文
化
功
労
賞

丹
後　

千
代
子
（
87
）

荒
土
町
田
名
部

　

多
年
に
わ
た
り
俳
句
の
指
導
と

普
及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

木
船　

茂
太
郎
（
86
）
旭
町

　

多
年
に
わ
た
り
水
墨
画
の
指
導

と
普
及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
。

文
化
奨
励
賞

嶋
田　

君
子
（
74
）
旭
町

　

多
年
に
わ
た
り
俳
句
の
指
導
と

普
及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

学
校
教
育
奨
励
賞

中
村　

巳
奈
男
（
48
）

平
泉
寺
町
平
泉
寺

　

英
語
科
教
育
の
指
導
実
践
に
取

り
組
み
、
学
校
教
育
の
向
上
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
。

北
内　

昌
江
（
47
）
昭
和
町

　

健
康
教
育
の
指
導
実
践
に
取
り

組
み
、
学
校
教
育
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

中
村　

明
子
（
40
）

平
泉
寺
町
平
泉
寺

　

国
語
科
と
環
境
教
育
の
指
導
実

践
に
取
り
組
み
、
学
校
教
育
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

社
会
教
育
功
労
賞

野
向
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

野
向
町

　

小
学
校
で
の
読
み
聞
か
せ
を
実

践
し
、
社
会
教
育
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

野
向
町
長
命
会　

野
向
町

　

小
学
校
で
の
清
掃
活
動
を
実
践

し
、
社
会
教
育
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

社
会
体
育
賞

吉
川　
　

豊
（
72
）

野
向
町
北
野
津
又

　

多
年
に
わ
た
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

の
指
導
と
普
及
に
尽
力
し
、
社
会

体
育
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。
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障
が
い
の
あ
る
方
を
虐
待
か
ら
守
る
！

障
が
い
の
あ
る
方
を
虐
待
か
ら
守
る
！

　

障
害
者
の
尊
厳
を
守
り
、
障
害
者
に
対
す
る
虐
待

を
防
ぐ
た
め
、
10
月
１
日
よ
り
「
障
害
者
虐
待
の
防

止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る

法
律
」、
通
称
「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

障
害
者
虐
待
は
、
次
の
３
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

・
養
護
者
に
よ
る
虐
待

障
害
者
の
生
活
の
世
話
や
金
銭
の
管
理
な
ど
を

し
て
い
る
家
族
や
親
族
、
同
居
す
る
人
に
よ
る

も
の

・
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ
る
虐
待

障
害
者
福
祉
施
設
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
所
で
働
い
て
い
る
職
員
に
よ
る
も
の

・
使
用
者
に
よ
る
虐
待

障
害
者
を
雇
っ
て
働
か
せ
て
い
る
事
業
主
な
ど

に
よ
る
も
の

虐待の区分とその具体例

区　分 具　体　例

身体的虐待
•暴力や体罰によって身体に傷やあざ、痛みを与える
• 身体を縛りつけたり、過剰に投薬したりすることによって身
体の動きを抑制する

性 的 虐 待
• 性的な行為を強要する
• わいせつな言葉を発する

心理的虐待
• 脅し、侮辱などの言葉を浴びせる
• 仲間はずれや無視、嫌がらせなどによって精神的に苦痛を与
える

ネグレクト
（放棄・放置） 

• 食事や排泄、入浴、洗濯など身辺の世話や介助をしない
• 必要な福祉サービスや医療や教育を受けさせない

経済的虐待
• 本人の同意なしに（あるいはだますなどして）財産や年金、
賃金を使ったり、勝手に運用したりする
• 本人が希望する金銭の使用を理由なく制限する 

障害者の虐待や養護者の支援に関するご相談、
お問い合わせは下記までお願いします。

【日中（午前８時30分～午後５時15分）】
　福祉・児童課（すこやか内）☎87-0777
【休日夜間（緊急通報のみ受付）】
　市役所（宿日直）☎88-1111

　

〜
10
月
１
日
よ
り
「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
が
施
行
〜

秋
の
原
風
景
「
ス
ス
キ
」
が

見
ら
れ
な
く
な
る
か
も
!?

　

環
境
省
が
指
定
す
る
要
注
意
外

来
生
物
「
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ

ウ
」
が
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
繁
殖

し
て
い
ま
す
。

　

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
は
、

他
の
植
物
の
成
長
を
阻
害
す
る
た

め
、
ス
ス
キ
な
ど
の
在
来
植
物
が

減
少
す
る
な
ど
、
勝
山
の
自
然
環

境
の
保
全
に
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
所
有
す
る
敷
地
に
も

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
が
繁
殖

し
て
い
る
場
合
は
、
ぜ
ひ
駆
除
し

て
く
だ
さ
い
。

駆
除
の
方
法

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
を
根

か
ら
引
き
抜
く
か
刈
り
取
り
、

そ
の
場
で
乾
燥
さ
せ
て
腐
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。

問　

環
境
政
策
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
４

「きれいな花が咲いてる」と
思っていてはダメ！
しっかり駆除しましょう！
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高
齢
者
の
在
宅
生
活
を

　
　
　
　
　

支
援
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
高
齢
者
が
自
立
し
た
生
活
を
継
続
で
き
る
よ

う
に
、
次
の
よ
う
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
よ
り
安
心
で
安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
こ
れ
ら

の
事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）
☎
87
‐
０
８
８
８  

　

軽
度
な
生
活
を
援
助

　

買
い
物
や
掃
除
、
調
理
、
玄
関

前
の
除
雪
等
を
手
助
け
し
ま
す
。

対 　

象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
で
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
方
（
た
だ
し
、
除
雪
援

助
の
場
合
は
要
支
援
以
上
の
認

定
を
受
け
た
方
が
い
る
世
帯
）

費　

用
▼
１
回
（
１
時
間
）

２
０
０
円

※ 

除
雪
援
助
の
場
合
は
３
０
０

円
、
ま
た
一
冬
期
間
６
回
以
内

　

緊
急
時
に
備
え
て

●
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
布

救 

急
キ
ッ
ト
…
自
宅
で
の
緊
急
時

に
、
救
急
隊
に
医
療
情
報
等
を

知
ら
せ
る
た
め
の
も
の

対 　

象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
・

障
害
者
の
み
等
世
帯
（
日
中
の

み
高
齢
者
世
帯
も
含
む
）

　

救
急
キ
ッ
ト
は
、
冷
蔵
庫
の

中
の
分
か
り
や
す
い
場
所
に
保

管
し
ま
し
ょ
う

●
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置

　

病
弱
な
た
め
に
緊
急
時
の
対
応

が
困
難
な
世
帯
に
、
シ
ル
バ
ー

コ
ー
ル
を
設
置
し
ま
す
。

対 　

象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
で
、
要
援
護
者
と
し
て
市
の

名
簿
（
福
祉
票
）
に
登
載
さ
れ

て
い
る
方
の
世
帯

費 　

用
▼
無
料
（
た
だ
し
、
通
話

料
は
自
己
負
担
）

相
談
先
▼
地
区
の
民
生
委
員

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
　
　

通
し
た
見
守
り

　

調
理
な
ど
が
困
難
な
方
に
、
健

康
な
ど
を
考
慮
し
た
食
事
を
配
達

し
、
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

対 　

象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
で
、
要
援
護
者
と
し
て
市
の

名
簿
（
福
祉
票
）
に
登
載
さ
れ

て
い
る
方

費　

用
▼
１
食
２
１
０
円

相
談
先
▼
地
区
の
民
生
委
員

　

さ
ま
ざ
ま
な
利
用
助
成

●
路
線
バ
ス
の
利
用
助
成

　

勝
山
・
大
野
線
、
北
郷
線
の
市

内
区
間
を
上
限
２
０
０
円
で
乗
車

で
き
る
利
用
券
を
発
行
し
ま
す

（
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は

無
料
）。

対 　

象
▼
64
歳
以
上
の
方
、
障
害
者

●
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

市
内
の
リ
フ
ト
付
き
タ
ク
シ
ー

利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。
通
院
や

リ
ハ
ビ
リ
の
際
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

対 　

象
▼
65
歳
以
上
で
、
常
時
車

い
す
が
必
要
な
方

●
市
内
保
養
施
設
の
利
用
助
成

　

左
記
の
市
指
定
保
養
施
設
ま
た

は
公
衆
浴
場
を
利
用
す
る
場
合
、

利
用
料
か
ら
一
律
１
０
０
円
ま
た

は
３
０
０
円
を
割
り
引
き
ま
す
。

対 　

象
▼
64
歳
以
上
の
方
、
障
害
者

施 　

設
▼
水
芭
蕉
、平
泉
寺
荘（
利

用
証
明
書
提
示
）、
市
営
温
水

プ
ー
ル
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
さ
さ

ゆ
り
、
あ
ま
ご
の
宿
、
六
呂
師

ピ
ク
ニ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
、
市
内

の
銭
湯 

シルバーコール
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業
務
の
概
要

　

上
半
期
の
給
水
量
は
１
２
８
万

立
方
メ
ー
ト
ル
（
前
年
度
比
０
・

８
％
減
）、
給
水
収
益
は
１
億
７

７
４
７
万
円
（
前
年
度
比
５
・

29
％
増
）
と
前
年
度
を
上
回
り
ま

し
た
。

　

給
水
量
が
前
年
度
と
比
較
し
て

０
・
８
％
の
微
減
な
の
に
対
し
、

給
水
収
益
が
５
・
29
％
増
加
し
た

要
因
と
し
て
は
、
今
年
の
５
月
検

針
分
か
ら
実
施
し
た
料
金
改
定

（
平
均
改
定
率
＋
６
・
３
％
）
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

事
業
の
概
況

　

市
民
の
日
常
生
活
の
基
盤
と
し

て
安
全
で
清
浄
な
水
の
供
給
を
図

る
た
め
、
上
水
道
第
８
次
拡
張
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
拡
張
お
よ
び

改
良
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

上
半
期
の
建
設
改
良
工
事
お
よ

び
業
務
委
託
の
契
約
状
況
は
、
２

１
２
４
万
８
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
主
な
事
業
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

【
改
良
事
業
】

• 

牛
ヶ
谷
・
聖
丸
遠
方
監
視
制
御

装
置
更
新
工
事

（
野
向
町
牛
ヶ
谷
ほ
か
地
係
）

• 

片
瀬
配
水
池
残
留
塩
素
計
取
替

工
事 

（
片
瀬
町
地
係
）

• 

雁
が
原
配
水
池
超
音
波
流
量
計

取
替
工
事（村

岡
町
浄
土
寺
地
係
）

問　

上
下
水
道
課（
市
民
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
９

勝
山
市
水
道
事
業

勝
山
市
水
道
事
業

上
半
期
の
業
務
状
況

上
半
期
の
業
務
状
況

期
間　

４
月
１
日
〜
９
月
30
日

ポスターコンクール入賞者のご紹介ポスターコンクール入賞者のご紹介（順不同、敬称略）

青少年健全育成啓発
図画・ポスターコンクール

防災ポスターコンクール　優秀賞

※勝山市内の受賞者のみ掲載
◆金賞
嶋田美季（勝山北部中３）東野絵菜（勝山
中部中２）留田文太朗（勝山南部中１）石
塚遼河（野向小６）清水陽樹（北郷小５）
荒井優花（成器南小４）加藤ほのか（成器
西小３）

◆銀賞
倉田香緒里、多田泉（勝山中部中３）畑中
玲那（勝山北部中２）牧野佐和（勝山中部
中２）前川真実花（勝山南部中１）笹村明
日香、齋藤日和（成器南小６）竹島美思、
林花（北郷小５）笹木真碧（荒土小４）軒
内美波帆（成器南小４）清水大輔、山田浩
仁（成器西小３）笠松時羽（北郷小１）

◆銅賞
小林莉子（勝山北部中３）斎藤桃加（勝山
中部中３）松川粋（勝山中部中２）原田真琳、
米村岳斗（勝山南部中１）小泉陽、川崎亜
利沙（野向小６）東川玖令亜（村岡小６）
石塚隼斗、田中大智（北郷小５）髙田千聖（鹿
谷小４）飯野美樹（成器南小３）白木梨紗
子（成器西小３）笠川望（北郷小２）

國
吉
優
太
（
勝
山
中
部
中
３
）

齋
藤
清
春
（
荒
土
小
６
）

本
田
悠
斗
（
村
岡
小
６
）

天
立
静
奈
（
成
器
南
小
６
）

＜他の優秀賞受賞者＞
杉平　菜摘（勝山中部中２）
織田こころ（勝山中部中１）

＜他の優秀賞受賞者＞
鳥山　琳（成器南小５）
松山愛来（成器西小４）
片山夢奈（成器西小３）
山内柊人（北郷小２）

市総合行政審議会が答申
～平成23年度勝山市政策評価～

山岸市長に報告書を手渡す市総
合行政審議会の和田章仁会長
（福井工業大学教授）

中学生の部

小学生の部

　第５次勝山市総合計画に基づく
82の施策を対象にした外部評価結
果の報告を受けました。その中で、
ごみ量削減や観光振興をさらに推
進するよう、審議会の意見が申し
添えられました。
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子どもはわがまちの宝子どもはわがまちの宝
～次世代育成委員会の取り組み～～次世代育成委員会の取り組み～

　子どもの数が年々減少していく中、市では家庭・地域・学校が連携して、これから
の「わがまち子育て支援」のあり方を考えることを目的として、次世代育成委員会を
立ち上げています。ここでは、今年度、各地区で行った取り組みをご紹介します。

　12月1日に合同クリスマス会を
開催します。テーマは「スマイル」。
親御さんをはじめ、ジュニアリー
ダーや中学生の協力も得て開催し
ます。（写真は昨年の様子）

勝 山 地 区

　村岡小学校の４年生が３泊４
日の日程で、公民館に寝泊まり
して共同生活する「わくわく合
宿通学」を行いました。

村 岡 地 区

　北郷小学校の４年生が「北郷
町わくわく合宿通学」を行い、
ボランティアの方と交流を深め
ながら公民館で寝泊まりし、共
同生活を送りました。

北 郷 地 区

　町民運動会において、成器南
小学校と勝山南部中学校の子ど
もたちが、大人に交じりながら
運動会の運営等に協力しまし
た。

猪野瀬地区

　子どもたちに野向の自然の素
晴らしさを感じてもらい、「野
性味」を身につけてもらうイベ
ントとして、ホタル鑑賞会を開
催しました。

野 向 地 区

　「鹿谷町合宿通学」を開催し、
鹿谷小学校の４年生は、地域内
外の多くのボランティアの方に
見守られながら大きく成長しま
した。

鹿 谷 地 区

　町民文化祭で、地域住民と子
どもたちとのふれあい交流を目
的に、もちつき交流会を開催し
ました。

平泉寺地区

　夏休み恒例の「町民ラジオ体
操祭」を開催し、幼児からお年
寄りまでの住民が元気よく体操
をしました。

荒 土 地 区

　地域の方を講師に招いて小学
生太鼓教室を開催しました。そ
の後、三室まつりで舞台発表し
たところ、大変好評でした。

遅 羽 地 区
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ハロウィーンパーティー盛り上がる
■10月27日　村岡公民館

　毎年恒例の国際交流サロン「ハロウィーンパー
ティー」が行われました。参加した子どもたちは、ゲー
ムやお化け屋敷で大盛り上がりでした。

観光施設「小
お

原
はら

星
ほし

の駅」が完成
■11月２日　北谷町小原

　大長山や赤兎山の登山口として、多くの方が訪れ
る北谷町小原区に、トイレ機能を備えた観光施設が
完成しました。なお、この施設内の電力はピコ水力
発電（小水力発電）でまかなわれています。

秋季消防訓練を開催
■10月13日　滝波町

　秋季消防訓練が滝波町で行われました。また、勤
労婦人センターで救急救命講習も行われ、多くの住
民が参加しました。

市民総合文化祭　盛大に開催
■10月27・28日　すこやか・市民会館

　第48回市民総合文化祭が開催されました。今年は、
オープニングセレモニーと展示発表がすこやかで、
芸能発表が市民会館で行われました。

「まほろば」で白山文化フォーラム開催
■10月20日　まほろば

　オープンした白山歴史探遊館「まほろば」を会場
に白山文化フォーラムが開かれ、勝山市出身の「新潮」
元編集者、法政大学講師の前田速夫さんが講演を行
いました。

災害時に生活物資を！協力協定を調印
■10月31日　市役所

　災害発生時に相互協力のもと、市民生活の安定を
図るため、福井県民生活協同組合と勝山市が生活物
資の供給協力を行うための協定を調印しました。
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秋のまつり　あれこれ
10月14日（日）

秋
の
う
ま
い
も
ん
祭
大
盛
況

■
越
前
大
仏
・
門
前
町

せ
ん
い
ま
つ
り
開
催
さ
れ
る

■
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山

満
開
！
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

■
野
向
町
薬
師
神
谷
区

　

秋
の
う
ま
い
も
ん
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天

候
に
恵
ま
れ
、
非
常
に
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
特
に
手
打
ち
そ
ば
の
出
店
に
は
長
い
行
列
が

で
き
て
い
ま
し
た
。

園児がさつまいも掘り
■10月10日　昭和町1丁目

　エコミュージアムの参加団体である沢
たくさんかい
山会が育て

たさつまいもを、市内保育園児たちが掘り起こし、
給食やおやつ作りに使われました。

勝山城博物館開館20周年を祝う
■10月7日　勝山城博物館

　開館20周年を迎えた勝山城博物館で、約70人が参
加して記念式典が行われ、今後もさらに地域に根ざ
した博物館になることを確認しました。

市内で健康ウォーク開催
■10月8日　市内一円

　勝山健康ウォークが開催され、96人の方が参加し
ました。今回は、オープンしたばかりの白山平泉寺
歴史探遊館「まほろば」を見学するコースでした。 　勝山の繊維産業をPRするイベントが開催

され、製品の展示や繊維に関する体験コー
ナーが賑わいました。保育園児が、織子さ
んのぬり絵にデザインした優秀作品の発表
も行われました。

　第８回のむきコスモスまつりが開かれ、
野向町薬師神谷区の畑に咲いた約50万本の
コスモスが、訪れた人の目を楽しませてい
ました。
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勝
山
藩
で
は
火
薬
も
造
っ
て
い
た

　

〜
大
砲
シ
リ
ー
ズ
２
〜

（144）

　

火
薬
の
原
料
と
し
て
必
要
な
も
の
は
、

天
然
に
あ
る
硝し
ょ
う
せ
き石
に
硫
黄
・
木
炭
な
ど
を

混
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
酸
化
剤

と
し
て
用
い
、
混
合
率
（
黒
色
火
薬
）
は

硝
石
七
四
・
五
％
、
硫
黄
一
二
・
五
％
、
木

炭
粉
末
一
三
％
で
あ
る
。
硫
黄
は
容
易
に

購
入
で
き
る
が
、
硝
石
は
日
本
で
は
手
に

入
ら
な
い
た
め
、
勝
山
藩
で
は
信
州
松
本

在
定
蔵
な
る
者
を
雇
い
、
硝
石
（
白
焔
と

呼
ん
で
い
た
）
出
来
高
一
斤
当
た
り
三
匁
六

分
宛
て
で
契
約
し
て
い
た
。

　

硝
石
を
得
る
た
め
、
人
の
住
ん
で
い
る

古
い
家
の
床
下
の
土
を
集
め
て
水
に
浸
し
、

溶
け
出
し
た
成
分
を
煮
詰
め
て
硝
石
を
精

製
し
た
。
床
の
下
に
は
、
隙
間
か
ら
落
ち

た
人
体
の
垢あ
か

や
皮
膚
の
粉
が
溜
ま
っ
て
お

り
、
ま
た
犬
猫
の
糞
な
ど
も
あ
っ
て
、
窒

素
分
が
長
年
の
う
ち
に
土
中
の
カ
リ
ウ
ム

と
化
合
し
て
、
わ
ず
か
な
が
ら
硝
酸
カ
リ

ウ
ム
が
で
き
て
い
た
。
こ
れ
を
水
に
混
ぜ
る

こ
と
で
水
に
溶

け
出
さ
せ
た
。

そ
こ
か
ら
硝
石

を
取
り
出
す
た

め
に
は
、
大
量

の
木も
く
ば
い灰
を
必
要

と
し
た
。
勝
山

藩
で
は
、
こ
の

木
灰
を
町
・
郷

か
ら
集
め
て
購

入
し
た
。
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
四
月
か

ら
十
月
ま
で
に
一
七
〇
九
貫
、
代
金
七
四

六
匁
余
を
支
払
っ
て
い
る
。

　

乾
与
一
家
文
書
『
焔
硝
・
硝
石
・
硫
黄
・

鉄
砲
玉
之
類
改
帳
』（
文
久
三
年（
一
八
六
三
）

二
月
十
三
日　

御
武
器
方
）
に
よ
る
と
、
硝

石
の
製
造
は
、
勝
山
藩
内
で
は
細
野
口
村
・

谷
村
・
松
村
嘉
兵
衛
小
屋
（
浄
敬
寺
近
く

の
河
原
）・
長
渕
端
小
屋
・
平
泉
寺
村
・
赤

尾
村
・
郡
村
で
行
わ
れ
、
火
災
の
危
険
を

伴
う
た
め
集
落
・
町
屋
か
ら
離
れ
て
設
置

さ
れ
て
い
た
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の

製
造
量
は
、
細
野
口
「
硝
石
二
箱　

此
の

斤
一
〇
四
斤
半
（
六
二
・
七
k
g
）」、
松
村

小
屋
「
一
一
七
五
斤
（
七
〇
五
k
g
）」
な
ど

で
あ
っ
た
。
他
に
も『
安
政
二
年
十
二
月
寅・

卯
二
ヶ
年
煎
煉
白
焔
諸
入
用
帳
』
に
、
出

陣
や
訓
練
に
当
た
っ
て
運
び
出
さ
れ
て
い
る

量
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

勝
山
城
博
物
館
で
は
、
平
成
十
年
に
当

時
の
松
村
館
長
・
杉
本
学
芸
員
・
伊
藤
俊
一

氏
が
、
実
際
に
浄
願
寺
の
古
土
を
採
集
し

て
実
験
し
、
そ
の
結
果
、
少
量
な
が
ら
硝
石

を
抽
出
し
て
火
薬
製
造
に
成
功
し
て
い
る
。

　

加
賀
藩
で
は
、「
越
中
五
箇
山
」
で
干
し

草
と
土
の
混
合
物
に
、
魚
の
あ
ら
や
糞
尿

な
ど
を
入
れ
て
腐
ら
せ
た
水
を
か
け
て
硝

土
を
造
る
方
法
が
実
用
化
さ
れ
、
毎
年
藩

に
納
め
ら
れ
て
い
た
（
資
料
館
が
あ
り
、

見
学
で
き
る
）。

文
化
財
保
護
委
員　

増
田
公
輔

「きみスキ」 「ぼくのママは
うんてんし」

「教科書が教えない
領土問題

国境の島を発見した
日本人の物語」

梨屋　アリエ／著
ポプラ社

おおとも　やすお／さく
福音館書店

藤岡　信勝／共著
祥伝社

それぞれの秘めた思いを知ったり、意外
な一面を見たり…。
高校生の男女７人の日常・悩み・恋を描い
た連作掌編小説集。ウェブマガジン『ポ
プラビーチ』連載に加筆修正して単行本
化。

のぞむのママは電車の運転士。パパは病院に
勤める看護師。「運転中は前をしっかり見て、
どんな小さなことも見逃さない」と聞いたの
ぞむは、ママの誕生日に電車に向かって旗を
振ることを思いついた。ところが、当日きゅう
に、ざんざんぶりの雨がふりだしてしまい…。

誰が、いつ、その島を見つけ「先占」し
たのか－。竹島、尖閣諸島、小笠原諸島、
南鳥島など７つの国境の島を取り上げ、
それを発見した日本人の足跡、その島が
日本領となった経過をたどる。

一般図書 中高生図書 こども図書おすすめ図書おすすめ図書

床板をはがさず硝土を取る図（「硝石精錬法」より）

11月10日（土）・11日（日）地下書庫を開放します！
地下書庫には約６万冊の図書を所蔵しています。

普段は一般に公開していませんが、この２日間は文学作品（一般書）ならびに児童書を

自由に閲覧・貸し出しをすることができます。この機会にぜひご来場ください。
問　市立図書館　☎88-6000

ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/
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勝山左義長まつり勝山左義長まつり
絵行燈用川柳絵行燈用川柳をを全国公募全国公募しますします
　昨今の世間の話題、政治や社会問題、吉祥干支にちな
んだ川柳を募集します。 （自作未発表作品に限ります）

応 募規定▶ハガキまたは所定の応募用紙に住所・氏名・電
話番号等を記入し、下記までご応募ください（メール可）
応募先▶〒911－8501　勝山市元町1丁目1－1
　　　　勝山市役所　観光政策課　宛
　　　　メール：kankou@city.katsuyama.lg.jp
応募締切▶平成25年１月10日（木）（消印有効）
その他▶入賞作品の著作権は、主催者に帰属します
※ 入賞作品は、地元の絵行燈専門家が作品に沿った絵を
描いて絵行燈を作成し、左義長まつりで発表します

申・問　勝山左義長まつり実行委員会
　　　　（観光政策課内）☎88-8117

　勝山市内の手取層群より新しい地層（中
世代以降の地層）を巡り、講師から説明を
いただきます。
と　き▶11月18日（日）
　　　　午後１時～５時（雨天中止）
集　合▶市役所裏
行き先▶北谷町杉山、平泉寺町大矢谷　他
講　師▶福井市自然史博物館
　　　　館長　吉澤　康暢 氏
定　員▶20人（先着順）
費　用▶100円（保険代）
準備物▶山登りができる服装
申込締切▶11月14日（水）
問　未来創造課（市役所２階）☎88-1115

と　き▶と　き▶12月８日（土）12月８日（土）
　　　　開場　午後　　　　開場　午後６時６時
　　　　開演　　　　　開演　午後６時30分午後６時30分
ところ▶ところ▶市民会館　市民会館　大ホール大ホール
費　用▶無料（要整理券）
整理券取扱先▶市役所・各公民館・すこやか
整理券配布開始日▶11月27日（火）
問　総務課（市役所２階）☎88-1116

勝山市内の地層めぐり

陸上自衛隊第10音楽隊陸上自衛隊第10音楽隊
クリスマスコンサートクリスマスコンサート

11月17日（土）開催！11月17日（土）開催！
ぶらり勝山まちなかフェスタぶらり勝山まちなかフェスタ

勝山市民活動ネットワーク祭り
～昭和のまち物語～
と　き▶午前10時～午後４時
ところ▶市民活動センター
　　　　および周辺
内　容▶かっちゃまＨＵＢ公開放送放送
　　　　オールドカーの展示
　　　　ミニ縁日広場
　　　　かつやま土曜夕市による
　　　　　　　 ふるまい汁　他
問　市民活動センター　☎87-1011

Ｂ１グランプリメニューがやって来る！
軽トラ市＆Ｂ級グルメ祭り
　Ｂ級グルメや地元名物グルメが大集合！
　季節野菜や雑貨などの販売も行われます。 
と　き▶午前９時～午後４時
ところ▶市役所駐車場
出　店▶横手やきそば
　　　　大阪鶴橋ホルモン
　　　　浜松餃子 他
問　勝山商工会議所
　　☎88-0463


